
令和５年４月
㈱ネイグル新潟

アグリホットニュース
2023 1号

・4月の天気予報では高温傾向と予想されております。育苗期間の天候は高温・低温の温度変化が

激しくなっています。ハウス内の温度が高温になり、ヤケ苗の心配が考えられますので注意が必要です。

・育苗期間中に少しでも異常に気付いたら早めの対応で乗り切りましょう。

・徒長苗防止による苗質の強化を図り、1等米の多収穫栽培を目指しましょう！

※田植後の強風対策に【グリンナー】100倍液を1箱100mlを目安に噴霧しましょう。

①水を箱の上まであげる。ハウスはしっかり換気する。

③即効的に根張りを良くするため、

【HS-2プロ】(0.5cc/1箱) と【育王】(２cc/1箱)又は、【ケアグリーンArg】

(5cc/1箱)を1回流し込み。

☆ヤケ苗対策・・・新設したハウスは要注意です！

④その後、葉色が黄色の場合は

液肥【茎太】(５cc～10cc/1箱)を1回流し込み。又は、部分的に灌注。

②葉緑素の再生と籾の腐敗防止のために、

【ＭＰＢ】(２cc／１箱)を3日おきに2回流し込み。

水稲の≪育苗障害対策≫

☆徒長苗対策

③換気の徹底。ハウスのツマも開放して四方を換気する。

④夕方に水の更新をする。水深は箱の上1～2cmとして浅水にしない。

②徒長防止＆低温時の活着促進！(1.5葉期に！)

【HS-2プロ】(0.5cc/1箱) と【ハニー・フレッシュ】(10g/1箱) の流し込み又は

灌注を1～2回施用。

①被覆資材の除去は、苗丈5mm、1葉期前にしましょう。

☆発芽不揃い・３段苗対策
①水を箱の上スレスレにして、しっかり換気する。

（但し、低温時は朝の水温が10℃になるまでは、ゆるやかな換気。）

②腐敗防止とマット形成を良くする為に、【HS-2プロ】(0.5cc/1箱) と

【育王】(2cc/1箱) 又は、【ケアグリーンArg】(5cc/1箱)を流し込む。

③その後、酸素入り液肥【茎太】(5cc～10cc/1箱)を1回流し込み。又は、部分的に灌注。

異常気象に勝つ！1等米多収穫栽培の決め手！

【HS-2プロ】（高濃度腐植酸エキス）の活用

◇弱った苗にも、各主成分を積極的に吸収させます！

◇液肥との「合わせ技」で、速効的にダメージを回復させます！

【0.5㏄／1箱 又は、2,000倍液の潅注】液肥・農薬との混合可


